
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

               

平成２７年１０月３１日（土）

１３：００～１６：３０
１ あいさつ 

開催日時 

２ 第１部 お話を聞く 

３ 第２部 わいわい談義 

ご来場には公共交通機関をご利用ください 名古屋駅から徒歩 10 分/ささしまライブ駅から徒歩 3分/近鉄米野駅から徒歩 5分

 愛知県知事 大村 秀章 

 流域としての長良川と世界農業遺産  裁 成人氏（岐阜新聞論説委員） 
 小瀬鵜飼の魅力           岩佐 昌秋氏（小瀬鵜飼鵜匠） 
 座敷鵜飼の実演           木曽川うかい鵜匠チーム 

 進 行 役：原田 さとみ氏(タレント/エシカル・ペネロープ株式会社代表取締役) 
 出 演 者：岩佐 昌秋氏 (小瀬鵜飼鵜匠) 

      中山 文夫氏 (長良川中央漁協副組合長)、木曽川うかい鵜匠チーム 

      大橋 亮一氏 (長良川漁師)、平工 顕太郎氏 (長良川漁師/結の舟代表) 

 コメンテーター：高橋 勇夫氏(たかはし河川生物調査事務所) 

［全体司会］原田 さとみ氏(タレント/エシカル・ペネロープ株式会社代表取締役) 

会 場 愛知大学名古屋キャンパス 講義棟９階Ｌ９０２教室 

名古屋市中村区平池町４丁目６０番６ 

写真：小瀬鵜飼の模様 
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